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第５回目は、４０名の参加者にお集まりいただきました。 

会は、まず初めに四国こどもとおとなの医療センター地域医療連携室の医療 

ソーシャルワーカー 松尾亜希子氏より「地域医療連携室の現状と課題、これ

からの連携のあり方について」のテーマでご講義いただきました。四国こどもとおとなの医療センター地域連携

室では、診療・検査予約や患者受け入れのトリアージ、紹介状・返書管理、地域医療介護機関訪問などの前方支

援と、医療・福祉の相談業務や退院支援における全般的な相談窓口業務、地域医療機関・施設との連携業務など

の後方支援を主な業務として行っていると説明がありました。その中でも、精神的・経済的な問題を抱えていた

り、親族の支援を得るのが難しい家庭環境にあったりするような患者さんの支援にはさまざまな機関や職種との

連携が不可欠とのことでした。また、『顔の見える連携』から『顔と支援がつながる関係』を作っていく必要が

あるとのご意見もいただきました。        

その後のグループワークでは、活発に意見交換をし、参加者同士で学びを深め合いました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松尾さんのご講義 
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第５回目 
（平成３１年３月６日） 

 

令
和 

＜グループワークでさまざまなご意見が出てきました＞ 

＊多職種間で気軽に連絡・相談し合い、患者・利用者の状態を関係

者全員がしっかり把握した上で同じ方向で支援していきたい！ 

＊薬剤師をしているが、退院前カンファレンスに呼ばれたことがない

ので、機会があればぜひ呼んでほしい！ 

＊歯科として、口腔ケアの大切さを広めたいので、もっと介護事業

所とのつながりを作っていきたい！ 

＊医療的な事は分からないことが多いので、医師に教えてもらいた 

い！そして、ぜひ介護側のことも知ってほしい！ 



 

第６回目は、過去最多の４７名の参加者にお集まりいただきました。 

会は、まず初めに善通寺診療所の主任介護支援専門員 小山千春氏

より「医療・介護の連携がスムーズに取れた事例について」のテーマ

でご講義いただき、２事例ご紹介いただきました。 

１事例目は、ケアマネジャーがしっかりとご本人やご家族とコミュ

ニケーションを取り、関係者間で情報共有し上手く連携を図ったこと

で、ご本人が希望した通りの逝き方ができたという事例です。ここで

大切なことは、ご本人がどのような最期を迎えたいかという意思を、

明確に表出できる内に確認しておくことと、日々移り変わる思いをこ

まめに聴くという事でした。また、ケアマネジャーとして急な状況変

化に対応できるために、フォーマルなサービスだけでなく、インフォ

ーマルな資源も把握しておくことが大切であるとのことでした。 

２事例目は、他市の医療機関の情報が少なく困っていたが、在宅医

療介護連携支援センターの在宅医療コーディネーターに相談したこ

とで、スムーズに医療に繋がり、かかりつけ医や関係職種と密に連携

が取れたという事例です。ここで大切なことは、分からないことがあ

っても聞き合える横のつながりを持っておくこと、どこに聞けば良い

か分からないときに聞けるコーディネーターの存在を認識しておく

ことであるとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      今回、研修会に参加された皆様より、「在宅医療介護連携支援センター」や「在宅医療 

     コーディネーター」という言葉を初めて聞いたという声がたくさんありました。 

      善通寺市では、平成３０年４月に地域包括支援センター内に在宅医療・介護の相談窓口 

     を設置し、「在宅医療・介護連携コーディネーター」を１名配置しています。 

      コーディネーターは、医療関係者や介護等のサービス提供者からの在宅医療・介護に関 

     する相談に対して、情報提供や支援・調整を行っています。支援対象者のことで、どこに 

     相談すればよいかお困りの際には、コーディネーターにお尋ねください。相談内容に応じ 

     て適切な関係機関・関係職種をご紹介します。 

次回の在宅医療・介護連携研修会は、令和２年２月頃の開

催を予定しています。皆様どうぞご参加をよろしくお願い

いたします。 

善通寺市地域包括支援センター（高齢者課内） 

TEL (0877)63-6364 FAX (0877)63-3778 

Mail houkatsu@city.zentsuji.kagawa.jp 

 

第６回目 
（令和元年９月４日） 

 

小山さんのご講義 

 

グループワーク 

 

 

善通寺市地域包括支援センターにコーディネーターがいます！ 

＜グループワークでさまざまなご意見が出てきました＞ 

＊主治医が総合病院や遠くの病院にいる場合でも、医師に遠慮せずか

かりつけ医を持つことが大切。対象者や家族に知らせていきたい！ 

＊支援者側は社会資源をたくさん把握しておくことが必要。そのため

に、在宅医療・介護情報マップをしっかり活用したい！ 

＊薬局で気になる方がいてもどう対応すれば良いか分からなかったが、

今後は地域包括支援センターや担当のケアマネジャーに情報提供し

たり、相談したりして対応していきたい！ 


